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ルート巽定の進め方

都市計画決定までの流れ

調査検討(ルト、整備効果等)

ルート選定委員会

による検討

ルート案の決定、都市計画案の作成
(県)

地域住民との

意見交換会

都市計画手続き

会、縦覧、都市計画審議会、決定告示)

ルート選定委員会の進め方

第1回

(9/2刀

レートの確定(都市計画決定)

・委員会の設"

・事業の必要性、整備効果について

・ルート選定の基本方針、評価項目(1次選定)

・1次選定ルート(基本ルート)の提示

・1次選定ルートの問題点等の整理

第2回

(11月18日)

・2次選定ルートの提示

・コントロールポイントの設定
・2次選定ルートの評価
・地域住民との意見交換会の実施方針

RI.12~R2.1(予定)

地域住民との
意見交換会

第3回

(R22頃

・地域住民との意見交換の結果報告

・2次ルート選定

・最適なルート案の決定⇔県へ提言



◎目的

・あらかじめ、計画の概要をお知らせします。

・地域住民や道路利用者の皆さまから、幅広くご恵見をいただきます。

◎説明内容

・長崎南北幹線道路ルート選定委員会と同じ内容をご説明します。

【12月開催】
<長崎市>

12月5日(木)19:00~長崎市民会館アマランス

(魚の町)

6日(金)19:00~県総合福祉センター(茂里町)
8日(日)1330~県庁(尾上町)
17日(火)19:00~長崎市北公民館(千歳岡)

ルート巽[の進め方

<時津町>

12月13日(金) 19:00~

14日(土) 1330~

【令和2年1月開催予定】
・ルート選定の対象区間

において開催

時津町役場
U

信周整中)
(長崎市茂里町から時津町まで)
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斉ヒ<川道腎地抄'主との章見六
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(2)長崎南北幹線道路の.ルート選定について

1 長崎羊北・<,泉道路のU要

2.国道206号の現吠
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4.ルート選定(1次選定)

5.ルート選定(2次選定)
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ヒ<,泉道1曳の才2 1

0高規格幹線道路(高速道路)
県内では、九,川横断自動車道、西九州自動車道

0地域局規格道路

局規格幹線道路とーイとなって自動車局速父通網を形成する自動車専用道路など
長崎南北幹線道路、西彼杵道路など6路線
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長吉 <川首&曳地抄'主民との責三六 会辨

◎目次

(1)ルート選定の進め方

(2)長崎南北幹線道路のルート選定について

1.長崎南北幹線道路の概要

2 玉道206=の1、犬

3.長崎南北幹線道路の必要性と整備効果

4.ルート選定(1次選定)

5.ルート選定(2次選定)
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2 2 玉首206=のし、'

・国道206号は、朝夕の通勤時間帯は大変混雑。交通量は4万~5万台日
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2 2 玉首206=の1.、'
霧

0主要渋滞箇所
・県内における主要渋滞箇所の

134箇所のうち、

一般国道206号(長崎市~
時津町)に18箇所(13%)
がある。
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2 2 国首206=のし、犬

・県内の父通事故多発父差点ワースト20のうち、国道206号

(長崎市内)が7箇所を占めている。

平成26年~平成30年(5年間)の交通事故多発箇所

路線名

国道202号

国道 34号

国道499号

国道206号

国道499号

国道202号

国道206号

国道 34号

国道206号

国道206号

国道 34号

国道 35号

国道206号

国道 35号

国道206号

国道499号

国道 34号

国道 34号

国道 34号

国道206号

交差点名

長崎駅南口交差点

貝津交差点

江川町交差点

茂里町パス停先交差点

常盤助交差点

大波止交差点

北郵便局前交差点

小船越トンネル交差点

銭座町電停先交差点

岩屋口交差点

馬町交差点

戸尾交差点

打坂交差点

大和交差点

松山交差点

小ケ倉交差点

桜馬場交差点

大曲交差点

与崎交差点

茂里町交差点

市・町名

長崎市大黒町

諌早市貝津町

長崎市江川町

長崎市茂里町

長崎市常磐町

長崎市元船町

長崎市川口町

諌早市小船越助

長崎市目覚町

長崎市岩屋町

長崎市馬町

佐世保市戸尾町

長崎市滑石2丁目

佐世保市大和町

長崎市松山町

長崎市小ケ倉町2丁目

大村市桜馬場2丁目

長傭市宿町

大村市久原2丁目

長崎市茂里町

発生

件数
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長吉¥<川首曳地域主民との責三<"△

◎目次
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2

0長崎都市圏と佐世保都市圏など

広域的な局速ネットワークの形成

が必要。

0国道206号の父通渋滞緩和の抜

本的な対策が必要。

3 長才¥ <川'首1曳の必

0その他の必要性

・交流人口の拡大による地域の活性化

・世界遺産等の観光資源への交通アクセ
スや周遊性の向上等による観光振興

・企業連携での生産性向上等による産業
振興

・災害に強い規格の局い道路による緊急

輸送体制の強化や、災害・事故時にお
ける複数経路の確保

・並行する道路の混雑緩和

と整芹効

平戸の聖普焦露弌
平戸の聖赴と集落.

階梦鞍脚'§

黒島の集^

.0
」

.

明6白牟塵市革砧遺産

長蔚と天草地方の

君伏キ'jシタン問連遺童

工茄団地魚芝証診等

主要観光施設

1 ル,"」/Lキノ

.

大島造

14

西彼杵半島
経由

外'の大野集落

゛岐珍寺ンダ村●長鶴バイオパーク

叫道・

九血横断道

外海の出津集落V■
新長嫡負港

二菱長崎造島ず
関連施設

三菱長崎遣艦即

供凧中

事黒中

計田語塚
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^
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2 3 長才¥ 首腎の必
ノ＼

ワ

◎長崎南北幹線道路の整備効果

整備効果

局速移動の確保

救急搬送体制の向上

災害・事故持の

代替道路の確保

◎その他の道路

整備効果

父通渋滞の緩和

公共父通の利便性向上

救急搬送体制の向上

沿道環境の改善

,生と敕芹交

所要時間の短縮

所要時間の短縮

複数経路(ダブルネットワーク)の確保
※災害時の緊急輸送道路等

(国道206号など)への整備効果

具体的な内容

具体的な内容

旅行速度の改善

旅行速度の改善、路線バスの定時性向上

所要時間の短縮

渋滞緩和による抄出ガス低減など

15



23

◎高速移動の確保

・旅行速度が60km h以上を

満足する道路の整備によの、

所要持間が、現在の道路を

利用するよのも短縮する。

プて

ロ¥ <川首1反,の必

長崎・佐世保間の所要時間が
1時間以内に

長崎市⇔佐世保市
1時間圏内の実現

と敕芹効

長崎市⇔佐世保市の所要時間

西彼杵半経由

H23末

現在

完成時

長崎南北幹線道路、

^^

^^

93分76分

89分76分

54分76分

西彼杵道路の整備により達成

盾●

西九州経由

風ヨ至詞

0

路

.

゛0

西彼杵"

経由

西劇首遇
九州傅 1道

経嵒

併用中

率業中

齢苗詫"

凡例

^

■■■■

ロロロ

Qb゛

^

唇■■■

ロロロ

確佐出

長峡
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2 3 ロ¥ ワ

◎救急搬送体制の向上

・長崎南北幹線道路の利用に

より、二次・三次救急医療

施設への救急搬送の所要時
間が短縮

・アクセス性の向上で、医療

施設間の連携が強化され、

緊急医療体制の充実による

安全で安心な生活の確保

^

首E曳の必 ,生と敕芹効=

救急搬送の所要時間が短縮

交通渋滞の中、車両の間を縫って
救急搬送している救急車両

眺,,

虹力t丘病院

光

四

長崎原爆病院

井上病院

凡
掖済会病

ロ:二次救急医療施設
三次救急医療施設

聖ーンシスコ病院

長崎みな

」

,大'院

)生会長崎病院

イ1

長与町

ンター

匂
的9 ■

r
病院

リニツク

病院

■

記

、
、
、
、

町
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青¥ヒ<川首三曳の必,と敕芹効=2 3

◎災害や事故時の代替道路の確保

・長崎都市圏の主要な交通軸である般国道206号が事故や災害で寸

断された場合に備え、複数経路(ダブルネットワーク)を確保

交通寸断に備え、複数の経路を確保

大雨による被災吠況 水道管破損事故復旧吠況 18

f
▼
、
、



2 3 ロ¥

0交通渋滞の緩和

・国道の朝タピーク時旅行速度の
改善によの通勤・通学時間が短縮

通勤・通学時間の短縮

路線バスの定時性確保

プて

<川首1曳の必,と敕芹効

0公共交通の利便性向上
・路線バスの定時性を確保し、公共交通
の利用を促進

・長崎南北幹線道路へのバスの乗の入れな
n

ど、新規路線運行の可能性

コ0 ι^) 25.,1?5.026.:!つ7.1:を6.126'ユを5.5:,員,1
ワフ"5

窒赴

工0

」 8.1

19

^警兇如

19.4

う4.23.82キ.

,豊, 10 11.1之 1ヨエ局 1馨 1● 17 1.θ ξ時舎)

▲一般国道206号(時津町~宝町間)の時間帯別の走行速度
^: EN2.0フローフ【H2B.フ~H29.6}

・国道206号には交通が集中レ、朝夕に交通渋滞が発生
・時間帯別の旅行速度は、 18.1~27.1km (平均で236km)

25.フ

^

1
,"

■

、

21.721.ユ

,、.
-0

22.922.2

'

^

19.819.フ

^宝町

宝町一

鯛ピー0時等で
走竹性が低ト

・日常的に路線パスの運行の

遅れが発生



斉¥ヒ<,尿道三曳 j 抄"民との章<
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◎目次

(1)ルート選定の進め方

(2)長崎南北幹線道路のルート選定について

1.長崎南北幹線道路の概要

2.国道206号の現吠

3.長崎南北幹線道路の必要性と整備効果

4 ルート巽[ 1次巽[

5.ルート選定(2次選定)

20
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2 4 ルー'、定 1>巽定

◎ルートの基本方針1

0地抄古ま首としての厶の

・西彼杵道路と一体となって長崎市から佐世保市間を1時間以内で結ぶ
・検討区間は自動車専用道路として整備

・設計速度が60km/h以上となる道路
^

々0

◇西彼杵道

西彼杵道路

時津工区

L怪;繭巻km

^

1/

0

'、"フ

検討区間 都)浦上川

L=約7km L=約3km
長。南北幹線道路

21

.
.
.

崎

スマ

■卿 1

、"ゾ.、.
凡 例

事業中区間

高規格針線道路

地域高規格道路
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2 4 ルート巽[ 1>

◎ルートの基本方針2

0 '、j,への影饗をでる【ミ氏泡

・支障となる家屋の数をできる恨の少なくする

・大規莫な施設が支璋とならないよう極力回避する
＼・地域コミユニティの維持に配慮する

・工事施王による影響をできる恨の低減する

22
長崎市茂里町付近の吠況

.

長鉛異合揺柱センター

■

.
'

=



2 4 ルー巽定 1次'、[

0ルート選定の前提条件(その1)

起点側(茂里町)からの接続

平和公園(爆心地や平和祈念像)を回避

茂里町から北方面へは西側に分岐

'
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,.
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才, 4'

' 1 ゛.."・,'、.,.、'
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2 4 ルート選定 1>

0ルート選定の前提条件

終点側(時津)との接続

、

⑳・
奉隆§§崎

r^

(その2)

時津ICで西彼杵道路とスムーズに

接続できる道路線形

膚盛

臨港道路
畝刈時津線

持津IC

井手園

交差点

伽
(0
0

抑

卿

ノク灸
爲拘、

寺
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2 4 ルート巽定 1次巽定

0ルートの1次選定(基本となるルートの選定)

・茂里町から持津ICを結ぶ3つの概略ルートを比較し、基本となるルート
を選定する。

第1案:市街地の中心軸を通るルート '¥↓ 1ヰ
J,

、闇、、、

第2案:市街地の西側を通るルート 忌U.亀

第3案:市街地の東側を通るルート

^

浦上川綜

茂里町

県立総合体育館

下●倒

篤里卸、づZ・重3僅局前

平和公園

劃山

橋

県営野球
艇美W>

時津IC

毛郵

&途

住

長崎大学

25

西彼杵道路

浦上水源地
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2 4 ルー
、

定 1次'定

■

^

4

浦上川線

県立総合体育館

茂里跡

、

茂卸
北郵便局前

1' L

第1案

第2案

第3案

于の川

平和公園
爆1山地公園

市街地の中心軸を通るルート

市街地の西側を通るルート

市街地の東側を通るルート[コ

県営野場

長崎大

西彼杵道路

浦上水源地

、そゞ>

&島

長与大橋町線

呼
令
§

26
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5 ルート巽定 1次'定

◎ルート選定の評価項目(1次選定)
1.時間短縮効果

・既設道路(国道)の所要時間からの時間短縮効果

2.既成市街地への影響

・想定される移転建物の数とその構造

・環境や景観への影響

・地域コミュニティへの影響

・その他(路面電車やdRへの影響など)

3.施工性

・施エヤードや工事用道路の確保

・交通規制や道路の切回し

・工事による環境影響

4.経済性(概算額)

・工事費(構造形式と延長による比較)

・用地補償費(支璋建物の数と構造)

27



2 4 ルート巽定 1次選定

◎ルート比較表(1次選定)

ルートコンセプト

路線延長(概数)

主な構造形式
(想定)

時間短縮効果

市街地の中1山軸を通る

既成市街地への影響

・想定建物移転数と構造
・環境や景観への配慮

・地域コミユニティへの影響
・路面電車やJRへの影

約70km

現国道

整備路線

高架橋

約232分

約7分

約162分

・施エヤードや工事用道路の確保

・交通規制や道路の切り回し
・工事による環境影

短縮時間

施工性

・工事費(構造形式と延長)
・用地補償費

(支建物の数と構造)

市街地の西側を通る

約65~フ.okm

高架橋、トンネル、
一般部(如土・盛土)

約232分現国道

塾備路線約65~7分

約16.フ~162分短縮時問

経済性

第2案

総合評価

(評価) 0.れる、△

X

【概算事業費】
約600憶円~約1000億円

X

やや劣る、 X :劣る

市街地の東側を通る

約8.0~85km

高架橋、トンネル、
一般部(切土・盛土)

約232分現国道

約8C~8.5分

約152~14.7分

第3案

0 整備路線

短縮時間

【概算事業費】
約400億円~約500億円

△

△

△

【概算事業費】

約500億円~約600億円

二

△
△

0
 
0

0
0

概
要

X
X

評
価
項
目
(
一
次
選
定
)



2 4 ルート' ^

r^

■

1次巽定

^

'

浦上川線

県立総合体育館

茂里町

茂卸
北郡便局前

1 、 1"

第1案

第2案

第3案

予の川

平和公園
爆1山地公園

市街地の中心軸を通るルート

市街地の西側を通るルート

市街地の東側を通るルート

県営野場

長崎

西彼杵道路

聿IC

29
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◎目次

(1)ルート選定の進め方

(2)長崎南北幹線道路のルート選定について

1.長崎南北幹線道路の概要

2.国道206号の現状

3.長崎南北幹線道路の必要性と整備効果

4.ルート選定(1次選定)

5 ルート選定 2>巽[

<川首E曳地域主民との黨ヨ<え△'
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2 5 ルート巽定 2次巽[

◎IC ンターチエンジの寸晋'定の考え

0選定条件や要素

・利用する交通量の見込み

→IC周辺の地域人口が多い、主要幹線道路からのアクセス性が良い、

港湾や空港からのアクセスがあるなど

・接続する道路の交通容量

→ ICを利用する交通量を処理できる道路か(新設道路は含まない)

・設置間覇

→最小間覇は15~4.okm程度

・経済性

→見込まれる利用父通量(概略推定)に対して経済的に適当か

・沿道地域の環境条件、地形的な条件

→出入路に父通が集中(交通渋滞)しないか、集中しても周辺の交差点に

まで影響が及ぱないか、地形的に設置する用地が確保できるかなど

31



2 5 ルード定 2次選定

◎IC インターチエンジの晋について

0長崎南北幹線道路と接続の可能性がある幹線道路
①一般県道長崎式見港線(2車線)や市道城栄町線(2車線)
②主要地方道長崎畝刈線(4車線)

0ICを利用する移動交通量(H42推計)※対象区間(長崎市茂里町~時津町)での長距離移動
①城栄周辺から時津町以北約2ρ00台日

②滑石周辺から茂里町以南約7,000台日

⇔主要幹線道路(国道206号)との接続性が良く、長距離移動の交通が多く見込まれる
r^

石地区にICをき九晋ることサ日としてルーの
ノ^^

主

滑石周辺

設
錘全

ずずノ'、
、圃{ 1

茂里町以南.、畿ず
長崎式見港線道城栄町線

望」
N=

尋

Z園

ぎ

城栄周辺

働

圃

ρ00つマ,

ふ

B

'

園

一長、

1 ^、吋

1 夕1令

滑石IC設置により

一般国道206号(茂里町~横道)の長距離移動

する交通をよの多く長崎南北幹線道路へ転換!

、
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日
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田
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2 5 ルート巽定 2>巽定

・南北方向の断面交通量の容量不足分について対応が必要
旺見兄の交通量の容量不足は、1,4800~17800台目

・長崎南北幹線道路の将来推計交通量(H42)は15ρ00~16ρ00台日

→設計基準交通量からは、 の基本値は超えるものの緩和値(許容値)以下である。
→類似する川平有料道路(2車線・自動車専用道路)の現況の交通量から2車線で処理できると判断できる
→4車線とレた場合は、'南北方向の交通容量に対し必要量以上(過大)となることや、起点側(茂里町)の
浦上川線(4車線)に4車線で接続させることは物理的に難しい。

市道三芳町若竹町線若竹町
127百台合卑

現況交通屋:168百台
混雑度:132

不足:41百台 岩屋町
:223百台
:401百台
:180

178百台

、、.・■

妥里町

◎些斉盟

下の川

コ罷B偲局前

川'首"の=,'.,

車線数の定める設計基準交通量

^

本値

緩和値(許容値)

川平有料道路(H27実績)

(混雑度は079)

国道206号
容呈

現況交通量
混雑度

不足

分析断面②

設計基塗交通

2車線 4車線

10000 32000

約19000

約17500

赤迫
336百台

443百台
32

107百台

分析断面①

国道206号
合毘

現況交通量
混雑度
容不足

ゞ
一
、

=

1
=



2 5 ルート選定 2次選定

、^

◎首
ノ

^

用地買収幅

一般部

1750

10500

3500 3500 1750

用地買収幅

藷如用
・一般部
・高架橋
・トンネル

高架橋

乃0 3500 闘00 Π5

用地買収が必要な幅(構造物の幅十切土・盛土の斜面の幅)
用地買収が必要恋幅(構造物の幅+余裕幅)
用地買収は不要

(ただし、坑口付近など士被りが小さい区間は用地買収又は区分地上権を設定)

保(

護被
域包

保護領域
ID~2D

区分地上権設定幅

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 トンネル:
00

保護領域
ID~2D

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

5

掘削幅 D

34



2 5 ルート巽[ 2>'
r^

◎大ま大・N",.跡への旦づ,回'

0 '、土への里づ錘をでる氏}一第1回委員会の「ルートの基本方針2」

・支璋となる{の数をでるの少なくする

・大規模恋施設が支璋と恋らないよう極力回避する
※ただし、特に影響が大きい不特定多数が利用する施設(学校や
総合病浣など)は回避する(トンネル構造で地下を通過し影響
しない場合を徐く)

・1 域コミユニティの,准に配慮する

才市街地が分断されることを極力回避する

・工事施工による影饗をでるり因0する

=>施工中の父通規制、道路切回し、環境影響に配慮する

35

0歴E".・

・史跡、

文ヒ六而Lが の

文化財、被ぱく遺構などは回避する



2>'定2 5 ルード

◎大規模な施設や史跡等の位置

^

r^

被爆

カシの木

峠立体育

城山城跡跡

1 城山民学般

茂皇靭

下の村戸早和公
ヒ郵便局前服IN地・平和祈念倒

【三鄭用
回避学校教育施設、総合病院、史跡、文化財、被ばく遺構
極力回避社会福祉施設、県営野球場、県立体育館、大規模な商業・業務・住居ビル、

被爆
カシのネ

県営野球場

虹ケ丘小

社会福祉施設

.

録ケ丘中

1」、

被爆カシの

夫付属の木
特別支援学校

被燃柿の木

滑石大神宮
社盗

被爆柿の木

照圓寺門柱

'総合病

長崎亙業高校

]屋中

滑中

長崎大

西北小

長崎外

会福祉施設

語大学

滑石小

時津C

浦」三水源地

血膨
゛V

令
゛

井手園

゛

墓地等

36



2 5 ルート巽定

◎ルート3案

区域
山地)

県立総合体育館

宅

衝陵地)

2次'定

37

、、_/

、:,

竿地

岩屋山

ん~

【ルート案】
第1案ロロロ

第2案■■■

第3案■■■

調
(山

平和公園

下の川

大宮

^

住宅地
(丘陵地)

県営野球場

岩屋橋

整

市街地側ルート

山側ルート

中間ルート

商
住宅地

平13

長崎大学

、中鵜
@

都

住吉

U

宅
丘

道の尾

茂里町から時津町を最短で結ぶルート
市街地を大きく回避し山側を通るルート
第1案と第2案の中間のルート

区域
Ξ

(LI)瓢)

浦上水源地

地
(丘陵1)

井手面

^^^

^^

住宅地(丘陵地)

高低差の大きい斜面

市街化三周整図或(山地)

C
,

時

1

'
"

偲
、
"

巡
气

撃

、
ー
ー
一

"

〆
、
;
゛

ー
、

四
地

"
陵

t
亙

t
地

宅
陵

住
丘

/

f
、

)

、

横



2

◎検討区間の分割 f
'区域

5 ルート巽[

山)

県立総合体育館

住宅地

4丘陵地)

商業

宅地
(平地)

2>

'、「/

、 r^

岩屋山

説明】
・地形条件違いから、 3つの区問に分割

A区間(茂里町~大橋付近)
B区間(大橋付近~滑石付近)
C区間(滑石付近~時津町野田娘D

平和公艮区闇

部~下゜'
'＼

整

橋

1Σ三Σ]

、、ず
{_ M"ア.^ーー

(丘陵地)【
-U

、

長崎大学

時津IC

道の尾 宅地

(丘陵1

住宅地

(丘陵地)

C区闇

、爲誕.
鬼毛'瞬田験
啼尋

浦上水源地

平地の区間

丘凌地や山地があり、地形の起伏がある区間
丘陵地や山地の区間

弁手回

^^^ 住宅地(丘陵地)

市街化調整区域

(山地)

38

、麺

平瑚

或

商

(

、
,

ず
ー

ち
区

希

姥

'

田
"
范

ト

葬
.
ず

患
 
B
 
、
聴

,
■
*
霜

傷
傷

J
地
地

宅
陵

山
調
(

'

弛聴

注
寺

住
丘(

、

1



2 5

I A区白

ルート巽定

ルート安

梱整区域
(山地)

命膨
専

ノ、
゛

゛

。ON
邪四N忌邪い四N゛忌*゛四゛昂膨忌都い四圃膨忌遍都い 商業宅地'、

()'

城栄町'''

亀

雫1
曹

、ー

市

宛畠業務ピル

^ノ入急゛'

2次巽定

浦上川線

■■三

【ルート概要】
A-1案城栄町側を通過し、規模の大き恋公園施設(プール)を回避するルート
A-2案松山町(プール)側を通過し、既成市街地を極力回避するルート

/和・

゛

向昂
:●r,1

:嵐1ミ.1'゛)今

県営野球

松山町

'
'
'

'

ソフト

ボ・ル場

弓道場

,

＼'.、
ゞ・,1

令斗、
^^^

__ー=

゛県立

■■■朝■

■盟●周

城欝

X総合体育館

陸上競技場

地
丘陵地

1

A-1案

A-2案

B区間

1
,金
'釣

゛
゛

39

ず

市民プール

ラグビ・サヅカー場

、
B

0

ず

ず
ず
.

始
、
、

匁
愈

-
J

.
、一

芳
一
き

、
、
父
市

町竹若

、
、
仏
、
ぜ
4

、
、
加
都
,

一
丁

一
一

ー
〕
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A区司
〆

ルート選定 2>巽定

ルート比交

ルートコンセプト

A区間の概略延長

主な構造形式
(想定)

既成市街地への影響

・想定建物移転数と構造
・環境や景観への配慮

・地域コミユニティへの影響

規模の大きな公園施設(プール)を
回避する

・施エヤードや工事用道路の確保
・交通規制や道路の切り回し

・工事による環境影轡

施工性

糸鯏3km

高架橋

・工事費(構造形式と延長)
・用地補費

(支障建物の数と構造)

経済性

総合評価

(評価) 0:優れる、△

X

既成市街地を極力回避する

第2案

X

【概算事業費】
約155億円~約175億円

約13km

ヤ)や劣る、 X :劣る

局架橋

0

【概算事業費】
約205億円~約225億円

(プール補償費約75億円含む)

X

40

概
要



2 5

2 B区間

ルート巽定

(地形条件)

、

6 整区域
(山地)

県立総合体育館

住宅地

(丘地

2次巽定
、'ι1.'、'、闇1

岩屋山

丘餓,

◆
◆

゛

'、、、ゞ
、太'N

.,

宅1
「愛地,

県営野球場

宅也
亙膳+

大橋

..

(山地)1

(牟

゛、

f

tゑ';t>i

.1

0

卑●轟

、」

.・11f'、

(丘陵地

、^

(丘

,

宅

J

【説明】
・B区間は、起伏がある丘陵地や山地

印は、高低差が大きい斜面●^^

巡罵^叉鳧典"゛^

整区

(山地

第1案

市街地側ルート

第2案

山側ルート

第3案

中間ルート 41

ー、

、
^^

^^

住宅地(丘陵地)

高低差が大きい斜面

市街化調整区域(山地)

■■■

横道

宅

、
,
庄

往

.

ず

ず

一
、

三
一

'
雫

地
)

業
宅
地

f
j
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2 B区間

ルート選定 2次巽定

(大規模な施設や史跡等)

城山跡這跡 立育

被爆
カシの

被爆
カシのホ

゛
゛

被爆の木

大

"麦

滑石大神宮

社識

合病

設

照圓寺'柱

カシの

の木

、毎.'欝、
下係ヤ

業校

大規模な施設や史跡等】
・回避:学校教育施設、総合病院

文化財、史跡、被ぱく遺構

・極力回避:社会福祉施設、県営野球場県立体月館、

大規模恋商業・業務・住居ビル、墓地等

横道

昂、
砂

駈
B

被

会
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②B区間

ルー

(第1 案

^^^

^^

住宅地(丘陵地)

高低差の大きい斜面

市街化調整区域(山地)

、

定 2>'定

市街地側ルート)

網3 。遍忌▲熊§郡.禽瞬遍昂脛忌_徹郡'禽゜脛.忌'_徹郡'禽瞬圃脛忌一徹郡'皀圃砥'~一徹゜゛
Yソ都へ

禽穿系都6四
ノ偉郡'

6四N

高穿遍
?0゜

、契.)Vソご千.,吻

.

岩屋山

ノ

、

緑ケ丘中

、

、

ノ

【ルート概要】
・学校や総合病院などは、トンネルで地下を通過するため回避できる
・一般部(切土)では、住宅市街地への影響が想定される

・ルートは住宅市街地を多く通るため、トンネル区間以外では、多くの建物が支障となる

大橋

m)
3600

宅地
地

ν冬Ⅳ
ム0od'

邪へ

調整区域
(山地)

ノ捗郡

長大付属
特別支援校

穿憾
・禽穿 f參.圃>

へd)゛

、/

←1
"

合病院

(m)

120

100

80

縦断図概略イメージ図

社会福祉設

長崎工業高校

一屋

'0越
カンの木緑ケ中

ハ西町小
0

雫一ーーー"_
一般部・高架橋

43

2800

目

ノ'

着色部

トンネル区間

長崎工業高校

400

生

横道

(、

1.、.ノ

1200

ーーー

32001600

^

2000 2400
4
匂
i
 
、

叉
1

心
引
轟

胞

1

如
⑳
 
0
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② B区間

ルート巽定 2次巽定

(第1案市街地側ルート)

宅地(丘陵地)

ーー高低差が大きい斜面
ーーーー・一行街化調整区域(山地)

緑ケ中

西町小

胴

課題】
・一般部(切土)では、市街地の分断が想定され、地域コミュニティへの影響が生じる
・工事用道路に接続する道路は狭/、、な生活道路であの、施工性が劣る
・多くの建物が支障し、用地補償費が多額となる

②航空写真

tm)
80

トンネル

Q

緑ケ丘中

0

50

44

20

高木

10

西町小住宅市街地

縦断図概略イメージ図
0

一般部 トンネル

②縦断イメージ図

0 40

市街地
の分

兆
印

0
 
0

4
 
3



2 5 ルート巽定 2>巽定

②B区間(第2案山側ルート)
140

120

,伽

縦断図概略イメージ図

帥緑ケ丘ヰ11
帥^

0

虹ケ丘小
^

着色部
トンネル区間

2
m)

4伽

業地

梦・シの木

◆
゛

ず

岩屋山

.

ぐ

ブ四
.^

^

(P丘・マ

'il

緑0'.中

禽穿憾
20

社会福祉施設^五又

,^・、゛"

1欝t"・、ミ,・1む:ミ11、._,1"!、、 1還、ー
..、'.

(山
区

調整
山

匡宅地
(亙〕世)

、

ソスⅣ
π(β

f昂膨忌色圃膨

^

滑石中

、

bレート概要】
・学校や墓地は、トンネルで地下を通過するため回避できる
・トンネル区間が長く、支障する建物が少恋く抑えられる
・長大トンネルとなの、避難通路の設置が必要となる

45

゛△,00 ';
契

横道

丑

"部

ノ禽穿係
0臼(い

'

^^^

^^

住宅地(丘陵地)

高低差の大きい斜面

市街化調整区域(山地)

昂.

.
、
.

ー
ー

＼
.

チ

琵

鳥
・
、
・

^
"
し
い
一
』
ぞ
、
・
i
ツ
ー
ー

轡
ル
^
、
'
タ
^
^

地望
一

ウ
二

ル
.

、

1

如
帥

,
、

ナ
ヘ
ブ

.

.
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2 5 ルート選定 2>巽定

② B区間(第2案山側ルート)
「避難通路」とは、本線トンネルに平行して設置される通路で、火災等の緊急時にトンネル

内の利用者をトンネル外へ避難させるための設備である

0避難通路の設置が必要と恋る条件

・計画交通量から必要なトンネル延長(最小値)が算出される

→計画交通量:15,400台、トンネル延長:約370om

・避難通路が必要となるトンネル延長(設置基準)

→2597m (4×1σ÷15400)以上は設置が必要

・第2案トンネル延長:約370om >避難通路が必要な延長:2597m

・つ避難通路(370om)と避難連絡坑が約10箇所が必要で、その分の工事費が増加

避難通路

// 1 '

辻・十・ー

＼
、

^難連絡坑
、

300~40omに1か所設置

D=6m D=6m、 L=30m

本線トンネル

//
.ー゛,

46

トー""

＼、

D=15m
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②B区間

ルート巽定 2次巽定

(第3案中間ルート)

0第2案のトンネル延長を分割する(延長を短くする)検討

避難通路の設置により工事費が増大することから、中問に一般部(明かの音D を設ける
ことを検討する。

市街地にあまり影響を及ぼさずに、開口部を設けることができる谷部は2か所あるが
谷部2は砂防指定地価少防ダムよの上流側)で、トンネル坑口の位置としては適さない

才谷部①に開口部を設け、トンネルを2分割するゴ第3案へ

粲

゛
_合

f-、气t!1ツ'
,

,、モ邸②右0

、

愉雪1'〔ρ゛ム.0(メ)

迅梱砥阜'

、

,、部、

魯゛゛
2ψ゜

47

作宅地(行睡鈎)

高低差の火きい郡血

市両化腹整区孃(山地)

住地

睦

山地

(廿

糧聿

'痢
ぐ●地)

゛忠゛

゛、〆〆0
9

第2案

道の

f
1

匙
壇
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②B区間
140

120

100

縦断図概略イメージ図

ルード

(第3案
、

[ 2>選定

中間ルート)
、

^

※避難通路が必要な延長'2597m

ft、宅゛ー.、.停,'
1謂松ι辻オ、

^

、
・1ヅ'ム声・、 1
み,"タ
""》、@毛、

社会福祉施設

凡^^

m

2000 2400 2800 3200 3600

緑ケ丘中ハ
゛暖

虹ケ丘小

緑ケ丘中

大橋

栖保遍
?0゜

調整区
(山地

48

'

,が'ゞ゜゜愚脛忌Wが'和皀,梱脛

杜会福祉設^己又

30゜
都へ
'【ルー ト概要】

・トンネルを2分割することで、避難通路が不要となる
・学校や墓地、社会福祉施設等は、トンネルで地下を通過

するため回避できる

調整区

山地

ノ偉郡

住宅地
斜面地)

ソ契、}V

,?.?卵'

90゜390邪39

゛

検道

^ヤ1軍鬼,-1.T〆^、."^^晶J,^ー^:至^、、^、

錠面

ノ禽保遍
へdD四邪へ

^^^

^^

%＼
_1"・・'

.

住宅地(丘陵地)

高低差が大きい斜面

市街化調整区域(山地)

^

.

■一'尊

宅

櫛

ー
、

間
部
ネ鴨

m0022約
,

、

地
一

地

k

゛

閲佃

0
 
1

0

0

1

04

4

ー
、

02

0

亀
1
ー
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2 B区問

ルート巽[ 2次'定

(ルート比較表)

ルートコンセプト

路線延長(概数)

主恋構造形式

(想定)

既成市街地への影響

第1案市街地側ルート

茂里町から時津ICを最短で結ぶ

・想定建物移転数と構造
・環境や観への配

,地域コミユニティへの影翠

・施エヤードや工事用道路の確保
・交通規制や道路の靭り回し
・工事による環境影

施工性

トンネル、高架橋、一般部

約3.6km

・工事費(構造形式と延長)
・用地補償費

(支障建物の数と栴

経済性

総合評価

(評価) 0:優れる、△

X

市街地を回避し山側を通る

【概算事業費】
約240億円~約260億円

X

約40km

トンネル、高架橋

やや劣る、 X :劣る

市街地と山地の中間付近を通る

【概算事業費】
約240億円~約265億円

トンネル、高架橋、一般部

約39km

【概算事業費】
約200億円~約220億円

49

0
 
0

0
0

0
 
△

X
△

概
要

X
X



2 5 ルー選定

3 C区日ルート安
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